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“ユーラシア諸民族の歴史と文化に関する人類学的研究”
教授　大野　旭（楊海英）（文化人類学）

私はモンゴル系諸民族の近現代史を「中央ユーラシア遊牧民族史」という縦の歴史軸と「国際関係」という横
の脈絡の中で再構築してきた。モンゴルに伝わる古文書と口伝資料を駆使し、チンギス・ハーンを開祖と見なす
諸集団が13世紀から維持してきた「チンギス・ハーン祭祀」に注目。
また、「シルクロード草原の道」に位置するアルジャイ石窟内の仏教
文化の年代と性質を特定する際は、考古学的な成果だけでなく、出土
文書と民間伝承の分析法も駆使し、遺跡はモンゴル帝国期のものであ
ることを突き止めた。同石窟は現在中国の重要文化財に指定されてい
る。次に、モンゴル人が如何に日本統治時代を経験し、近代化の道の
りを歩んできたかを現地の視点から再現している。モンゴル人が日本
と特殊な関係を創成してきたがゆえに、中国文化大革命期にはジェノ
サイドの対象とされた。著書『墓標なき草原』は日本で版を重ねてい
るだけでなく、モンゴル語と中国語にも翻訳刊行され、英語版と韓国
語版も進行中である。目下、『内モンゴル自治区の文化大革命』資料
シリーズの編集公刊に携わり、計８冊上梓した。

モンゴルといえば、大相撲で活躍する力士たち、そして果てしなく広がる草原というイメージがあろう。ある
いは13世紀にチンギス・ハーンが大帝国を創建した、と歴史が好きな方々にとっては、常識であろう。どちらも
正しいが、近代に入ってからモンゴル人が住む地域の一部、南モンゴルと満洲は日本の殖民地になったことの方
が、より身近な出来事ではなかろうか。モンゴル出身の私は、いわば旧宗主国で仕事していることになる。日本
が近代において創出したさまざまな文明的な装置は、アジア、いや世界に通用するものが多い。科学技術だけで
なく、思想や哲学といった人文社会科学の知識もユーラシア世界では高く評価されている。ただし、アジアは決
して東南アジアだけが「亜細亜」ではなく、西はトルコ共和国まで、北はシベリアまで、すべてがアジア、いや
ユーラシアである。ユーラシアに21世紀の日本の戦略的希望がある、と私は信じている。
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北魏時代からモンゴル帝国期にかけて栄えたアル
ジャイ石窟。シルクロード草原の道に位置。女神
を称賛するサンスクリットとチベット語、モンゴ
ル語による題辞が有名。
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